
は
親
切
で
あ
る
。
そ
れ
糖
質
を
以
て
礎
威
あ
る
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ

イ
し
こ
考
へ
る
事
は
で
き
な
い
が
、
最
近
に
於
け
る
海
外
の
歴
実

研
究
、
特
に
史
料
の
編
纂
、
遺
跡
の
驚
掘
等
に
つ
い
て
世
々
に
纏

ま
っ
た
知
識
を
得
る
に
は
好
適
で
あ
り
、
そ
の
難
は
明
快
に
要
領

を
得
て
書
か
れ
て
居
る
。
又
常
引
の
な
い
不
便
を
忽
ぶ
な
ら
ば
簡

　
　
ビ
ツ
み
ゲ
ラ
フ
ィ
ほ

日
勿
な
蓼
考
堂
日
解
題
の
代
・
り
に
も
な
の
得
る
か
・
ら
一
巻
を
備
へ
る
だ

け
の
償
値
は
充
分
で
あ
る
．
下
巻
に
は
ヵ
ー
、
年
ギ
ー
墨
購
の
目
。
劉

監
氏
が
雁
史
研
究
の
國
際
間
の
聯
絡
に
就
い
て
唱
文
を
寄
せ
て

結
を
成
し
て
居
る
。
着
實
な
努
力
を
以
て
過
去
五
十
年
閣
を
學
界

に
貢
献
し
激
つ
た
冨
。
話
。
三
ω
§
…
〔
7
一
。
誌
の
記
念
轟
版
ミ
し
て
は

誠
に
繍
返
し
い
叉
意
義
あ
る
編
著
で
あ
る
ミ
共
に
、
各
國
知
名
の

學
徒
が
夫
々
立
派
な
論
文
を
審
稿
し
て
居
る
事
は
岡
誌
の
誇
で
も

あ
ら
う
。
（
上
下
二
巻
，
七
五
八
頁
、
百
法
）
〔
猪
谷
U

　
　
囎
愛
知
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
縣
登
行

　
即
詰
に
は
歴
史
時
代
戴
跡
ぐ
」
し
て
大
高
城
阯
、
鷲
津
、
丸
根
等

の
砦
阯
、
こ
碧
海
郡
矢
作
町
の
北
野
慶
寺
阯
等
を
暴
げ
て
る
る
。
北

野
慶
寺
阯
は
大
顎
の
出
田
寺
阯
ぐ
無
気
の
規
を
一
に
し
て
、
傳
佛
及

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

び
土
方
を
出
土
し
て
み
る
こ
・
こ
に
於
い
て
注
意
す
る
に
足
る
。
叉

た
原
史
時
代
ミ
し
て
井
戸
田
お
つ
く
り
霞
、
獅
代
城
山
、
村
上
お

，
ご
り
山
、
守
由
東
山
、
紳
興
宮
、
村
山
、
丸
山
、
長
樂
正
八
幡
宮

等
の
各
吉
墳
を
紹
介
さ
れ
て
み
る
。
就
中
お
つ
く
の
由
古
墳
は
最

近
の
影
壁
に
か
エ
り
、
壁
式
鏡
、
鈴
釧
、
土
鈴
等
を
粘
上
榔
ミ
推

定
せ
し
め
る
も
の
か
ら
出
土
し
て
み
る
。

　
　
⑭
予
備
古
据
圖
譜
　
　
　
　
　
　
玉
井
伊
三
郎
編

　
野
阜
縣
下
三
國
に
瓢
在
す
る
備
葡
、
備
中
、
美
作
の
國
分
寺
を

始
め
奈
良
時
代
ご
推
定
せ
し
め
る
十
四
寺
、
李
安
時
代
及
び
場
降

ミ
す
る
十
六
寺
、
其
他
を
合
し
て
約
百
三
十
黙
を
闘
版
十
八
枚
に

牧
め
し
も
の
で
あ
っ
て
、
同
地
の
古
豪
研
究
の
上
に
確
實
な
る
資

料
を
提
供
す
る
も
の
、
こ
云
へ
る
．
瑠
（
岡
由
市
小
橋
町
、
玉
井
氏
獲
行
）

　
　
⑳
織
子
窩
　
　
　
　
　
　
　
東
亜
考
右
學
會
獲
行

　
昭
和
二
年
四
月
か
ら
五
月
に
渉
り
南
満
州
貌
遭
難
管
内
碧
流
河

眸
に
行
は
れ
九
東
亜
考
古
學
會
第
…
次
の
獲
掘
に
は
東
京
京
都
爾

帝
北
大
學
、
關
束
鷹
、
覇
鮮
総
督
府
爾
竪
物
館
の
外
、
巾
華
民
國

北
京
大
學
の
諸
氏
饗
署
し
、
そ
の
調
査
作
成
は
主
、
こ
し
て
京
都
帝

國
大
支
払
右
學
教
室
こ
れ
に
與
り
、
そ
の
論
蓮
は
同
輩
の
濱
田
教

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
；
…
三
　
（
四
五
五
）
．



　
　
　
篁
十
四
塗
　
　
嚢
　
　
報

授
の
錐
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
曇
は
十
六
章
に
分
た
れ
東
上

灘
附
近
澁
跡
の
地
形
・
こ
地
質
、
蟹
二
子
墨
こ
高
麗
塞
憂
地
の
農
掘

ε
遺
物
包
含
歌
態
、
罵
三
子
一
見
遺
物
（
石
器
、
骨
角
器
、
躍
色
、

彩
色
土
器
，
堤
葬
墓
園
）
高
麗
塞
獲
見
遺
物
（
石
器
、
骨
角
蕃
、
城
璃

片
、
土
器
、
隔
及
甑
形
土
器
、
銅
器
、
鐵
器
、
古
銭
』
）
、
爾
逡
跡
の

關
係
ε
年
代
、
結
論
、
こ
し
て
該
遺
跡
の
考
古
學
的
償
値
を
以
て
結

び
附
録
「
こ
し
て
清
野
博
士
の
躍
陀
子
礎
見
人
骨
、
齋
藤
博
士
に
よ

る
古
鐵
片
の
二
編
が
あ
る
。
動
地
叢
見
遺
物
は
何
れ
も
主
要
な
る

地
位
を
占
む
る
も
の
で
あ
っ
て
精
密
な
る
土
器
分
類
は
彩
色
土
器

乃
至
溺
融
の
新
知
見
ミ
共
に
東
翼
に
於
け
る
土
器
論
の
叫
基
礎
を

な
す
も
の
ミ
云
へ
る
。
而
し
て
遺
跡
の
示
す
文
化
は
遺
物
の
考
究

に
よ
り
西
紀
前
ご
一
世
紀
の
も
の
一
こ
し
て
入
骨
測
定
に
よ
る
傍
謹

ミ
相
待
っ
て
漢
民
族
の
一
殖
民
地
で
あ
る
ご
推
断
さ
れ
て
る
る
。

要
す
・
る
に
本
冊
の
使
命
が
此
等
の
遺
物
の
考
究
に
當
り
ヨ
ザ
精
密

に
ヨ
リ
完
全
な
る
學
術
的
調
査
を
途
行
ず
る
灘
に
あ
っ
て
就
中
本

癒
跡
が
考
古
錐
上
最
も
重
要
な
る
提
供
を
な
す
も
の
は
繰
り
返
す

ま
で
も
な
く
束
盤
に
於
け
る
土
器
論
の
一
墓
礎
を
形
成
．
し
た
る
こ

、
こ
で
あ
ら
う
。
（
和
英
爾
丈
菊
二
倍
版
、
隠
版
六
十
八
，
挿
岡
四
十

二
、
定
儂
拾
八
圓
や
東
京
輿
望
駿
河
毫
、
刀
江
書
院
磯
行
）
〔
島
田
〕

…
蹟
㎜
訟
號
　
　
　
三
四
　

（
　
四
五
六
y
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報
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」］浦田浦
￥教灘酒
受授授授

認定川園
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文臣説説
1ヒ時
　代
　の
　文
　化

　　毎＿こ二蓮

璽
ぶ
都
帝
國

大
學
文
學
部
史
観
献
本
毎
年
講
義
題
目

演
習

三
浦
教
授

癒
“
女
受

一
F
一
三
孝
壬
丁

三
浦
教
授

西
狐
教
授

今
西
教
授

喜
田
講
師

大
塚
講
師

三
濾
教
授

西
田
教
授

東
洋
更

　
普
通
　
桑
鷹
教
授

　
　
　
　
名
幽
教
授

園
堤
概
説

國
自
身
．
説

織
田
豊
臣
時
代
の
文
化

古
代
の
交
化

覇
鮮
古
代
史
（
第
二
．
三
早
期
）

日
本
民
族
史
（
第
二
學
期
）

日
睡
外
心
史

中
世
の
勅
會

日
本
文
化
史
の
諸
周
題

東
洋
礎
概
説

哀
み
干
建
難
．
．
溌
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